
WP IS8000-01JA

モーター・インバータ開発向け
統合計測ソリューション

1. カーボンニュートラルへの貢献
2030年・2050年のカーボンニュートラル⽬標に向けて、電気⾃動⾞（EV）はその達成への貢献が
期待される分野の⼀つです。この分野では特にモーター・インバータにおいて、⾼精度な消費電⼒測定
および効率評価が求められています。評価時には、定常時のみならず、加速・減速時の過渡的な瞬時
電⼒や電圧・電流波形の観測も重要です。また、モーターのトルクや回転数、その他のセンサー信号、
制御データの同時計測も、広い動作領域内の検証のために必要とされています。

2. モーター・インバータ計測における課題
このような社会課題を解決するために、モーター・インバータの開発においていくつかの課題があります。
まず、複数のモーター・インバータの同時計測です。EV開発においては、複数のモーターを同時に評価す
るニーズが⾼まっており、たとえば四輪駆動⾞の場合、最⼤4モーターの同時評価が求められています。
次に、多種多様な信号への対応です。モーター・インバータのメカ的・電気的な⼊出⼒電⼒を⾼精度
に求めることに加えて、これらを制御するスイッチング信号、機器の表⾯温度や振動、歪み状態などのメ
カニカルなパラメータも同時に計測し、これらの相互関係を把握することが重要となります。これらのメカニ
カルパラメータは多点で計測する必要があることも特徴の⼀つとして挙げられます。
最後に、これらの多くの測定データを簡単に同期表⽰し、⽐較することが求められます。多⾓的に計測
データを⽐較・分析するために、直観的に使うことができるソフトウェアが求められています。

3. 課題解決への統合計測ソリューション
これらの課題に対して、横河計測では図１に⽰すように、電⼒アナライザWT5000、⾼速データロガー

DL950、統合ソフトウェアIS8000の組み合わせにより、ソリューションをご提案いたします。

図１．モーター・インバータ向け統合計測ソリューション
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3.1. 多⼊⼒・⾼精度な電⼒計測－WT5000プレシジョンパワーアナライザ
WT5000は、世界最⾼クラスの電⼒基本確度±0.03％*、直流電⼒確度±0.07％を実現した⾼精
度電⼒アナライザです。エネルギー変換効率改善の研究・開発を、⾼精度電⼒計測によりサポートしま
す。
最⼤７⼊⼒の同時電⼒測定に対応、最⼤４モーターのトルクと回転速度を同時測定できるオプショ
ンも⽤意しています。⼊⼒部にモジュール形式を採⽤したことで、測定対象電流の⼤きさや数に応じて、
⼊れ替えや追加が可能です。

⾼調波解析機能
三相⼊出⼒などの多系統測定の要求の⾼まりに合わせ、⾼調波測定機能を2系統としました。各々
の⼊⼒は基本波成分に対し最⼤500次までの測定が可能です。これにより、例えばインバータではモー
ターの回転数からキャリア周波数の成分までの幅広い次数範囲での測定が可能となり、キャリア周波数
によるモーター駆動への影響も確認することができます。

図２．WT5000 プレシジョンパワーアナライザ

図４．EVにおける電⼒、モーター評価における測定個所の例

図３．バッテリの充放電測定

* 交流電⼒50/60 Hzにおいて

バッテリの充放電測定
また、電⼒の積算測定機能を使うことで、変化が⼤き
いバッテリの充電と放電を極性別に測定することができま
す。5MS/sの⾼速サンプルレートで捕捉された瞬時の正
と負の電流値、電⼒値が積算され、それぞれの合計値
を演算します。

測定箇所と
電⼒計への⼊⼒
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3.2. 多種多様な物理信号の⻑時間計測－DL950スコープコーダ
DL950は、制御信号のロギングのために⽤いられる、モジュール式の⾼速データロガーです。最速

200MS/sの⾼速サンプルレート、最⼤16ビットの⾼分解能ADコンバータ、⻑時間および多チャネル測
定を実現しました。また各⼊⼒チャネルが絶縁されているため、グランドレベルの異なる複数の信号を⼊
⼒することが可能な上に、耐ノイズ性も⾼く、現場での配線を簡単化します。
図５右に⽰す⼊⼒モジュールには、熱電対、加速度センサー、ひずみセンサーなどに対応したものもあ
り、これらを最⼤8つ装着するが可能です。多種多様な物理パラメータを、電気信号と同時に取り込むこ
とができます。
また、さらに多くのパラメータを同時に捕捉したい場合は、最⼤5台のDL950を接続するオプション機能
により、⼊⼒チャネル数として最⼤160まで拡張することも可能です。

⾼精度時刻同期
WT5000とDL950は国際規格IEEE1588に準拠した⾼精度時刻同期プロトコル（IEEE1588 

PTP）に対応しています。ネットワーク上のPTPグランドマスターと⾼精度に時刻同期することにより、測
定器間のデータの記録時刻誤差を数µs程度まで抑えることができます。また、DL950はこのPTPマス
ターになるオプション機能もございますので、⾼額なグランドマスターサーバを⽤意する必要はありません。

図５．DL950 スコープコーダ（左︓本体、右︓⼊⼒モジュール）

図６．リアルタイム演算による波形演算

リアルタイム演算
リアルタイム演算機能を使うことで、取り
込んだ信号にさまざまな演算を施し、結
果を瞬時に遅延なく画⾯表⽰します。
演算結果に対してトリガをかけたり、波
形パラメータの⾃動測定、カーソル測定を
することも可能です。
⼊⼒モジュールの⼊⼒端⼦とは独⽴し
ているので、⼊⼒32チャネル＋16のリアル
タイム演算結果を同時に表⽰・解析でき
ます。
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3.3. IS8000統合計測ソフトウェアプラットフォームによる解析表⽰
IS8000統合計測ソフトウェアプラットフォームは、IEEE1588規格により時刻同期されたDL950と

WT5000の各測定データを、同⼀時間軸上で表⽰・⽐較・解析することが可能です。たとえば、
WT5000で測定したバッテリからモーターまでの電⼒変換効率、モータートルク・回転数・回転⾓と、
DL950で測定したインバータのスイッチング電圧、電流、モーター振動、発熱、⾳声ノイズを、同じ時間
軸上で表⽰・⽐較し、電⼒変換の損失要因と対策を視覚化することができます。
さらにIS8000には、⾼速度カメラの映像やECUロガーによるインバータ制御データの同期計測オプ
ションも備わっています。電⼒パラメータや物理量に加え、モーターの回転動作やECUによるインバータ
の制御タイミングと関連付けた制御情報・映像情報の⽐較・解析が可能となる。これらはDL950から
出⼒されるクロック信号に同期して撮影・測定するため、電⼒パラメータ、物理量と⾼い同期性が保た
れます。

4. まとめ
電⼒アナライザWT5000、⾼速データロガーDL950、統合ソフトウェアIS8000は、より⾼効率が求め
られるモーター・インバータの開発を⽀援し、脱炭素社会の実現に向けて貢献いたします。実際にお試
しいただくことも可能ですので、お気軽に以下のカスタマサポートセンターまでお問い合わせください。

図７． IS8000統合計測ソフトウェアプラットフォーム


